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議案第４号
令和７年度天栄村一般会計補正予算（第１号）

PickUP!!

歳入歳出予算の総額に2億8，060万円を追加
総 務 費

⃝行政区協働の里づくり交付金（地域課題解決支援）……… 450万円
⃝物価高騰対応重点支援給付金（定額減税調整給付）…… 1,300万円

農林水産業費
⃝てんえいふるさと公園広場施設等整備工事請負費… 750万円
⃝関場地区水路改修工事請負費……………………… 4,840万円

土 木 費 ⃝西河原橋橋梁補強工事請負費…………………… 12,200万円

消 防 費 ⃝防災行政無線設備整備工事請負費………………… 6,700万円

増
額
補
正
の
主
な
も
の

令和７年６月定例会では、条例改正や令和７年度一般会計補正予算など７件（報告２件を含む）
が提出され、審議の結果、全議案が可決となりました。
また、陳情書２件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において２件とも採択

となりました。
一般質問では、４名の議員が交通移動制約者対策や村防災対策の推進などについて問いました。

番
号 事 件 内 容 結果

報
告

1 令和 6年度天栄村一般会計繰越明許費繰越しの報
告について

物価高騰対応生活支援商品券発行事業など7事業、7億
9,244万円を令和7年度への繰越額として確定 ー

2 令和 6年度天栄村水道事業会計建設改良費繰越し
の報告について

愛宕山深井戸ポンプ更新事業2,200万円を令和7年度へ
の繰越額として確定 ー

議
案

1 天栄村税特別措置条例の一部を改正する条例の制
定について

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強
化に関する法律を定める省令の改正に伴う所要の改正 可決

2 天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について

国保税水準の統一に向けた取組を段階的に実施し、安定
的な運営を目指すための所要の改正 可決

3
福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の減少及び福島県市町村総合事務組合規約
の一部変更について

構成団体である南会津地方環境衛生組合が令和 7年 3
月末をもって解散し、組合から脱退したことによる所要
の改正

可決

4 令和 7年度天栄村一般会計補正予算について 2ページ PickUP に掲載 可決

5 令和 7年度天栄村水道事業会計補正予算について 資本的収入2,000万円、資本的支出2,690万円、それぞ
れ追加補正 可決

発
議
案

1
国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の
提出について

東日本大震災により経済的に困窮している家庭の子ども
たちの就学・修学を支援するために、令和 8年度以降
も事業の継続と必要な予算確保を求めるため、国に意見
書を提出。

可決

2 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出につ
いて

2026年度の政府予算と地方財政の検討にあたり、物価
高騰対応や賃上げ基調に相応する人件費の確保まで含め
た地方財源の確保充実を図るべく、国に意見書を提出。

可決

６月定例会その他審議結果一覧表

６月定例会［会期］６月10日〜12日まで
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案件 番号 事　　　件 結果

議案 １
専決処分の報告及び承認について
（内容）天栄村税条例の一部を改正する条例の条例の制定について
　→地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴う所要の改正

承認

議案 ２

専決処分の報告及び承認について
（内容）天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の条例の制定
について
　→国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が施行されることに
　　伴う所要の改正

承認

議案 ３
工事請負契約の締結について
（内容）天栄中学校体育館空調設備設置工事
　→エアコンの設置と断熱性確保の工事を行うもの

可決

案件 番号 事　　　件 結果

議案 １
令和７年度天栄村一般会計補正予算について
（内容）歳入歳出予算の総額に 400万円を追加
　→児渡安養寺線落石対策工事請負費の増額

可決

案件 番号 事　　　件 結果

議案 １
工事請負契約の一部変更について
（内容）児渡安養寺線落石対策工事
　→工事請負費の増額に伴う契約の変更

可決

令和７年第３回臨時会の議案審議結果  期日：５月21日

６月定例会 一般会計補正予算についての質疑

令和７年第４回臨時会の議案審議結果  期日：６月30日

令和７年第５回臨時会の議案審議結果  期日：７月10日

てんえいふるさと公園広場施設等整備工事請負費について、内容を詳し
く説明願いたい。

公園広場の管理はどこで請け負うのか。

【産業課長】
転落防止柵の設置、グレーチングにかかる人工芝、門扉、排水路の窪地の埋め戻し、
排水溝への縞鋼板による蓋がけ、既設排水路の簡易ゲート撤去等にかかる費用として
計上しております。

【村長】
芝の管理についてはシルバー人材センターに委託する方向で検討しております。
その他の防犯面については、防犯カメラを設置し、門扉の開閉については振興公社
で管理をしていただくのが経費もかからずにできると思うので、今後協議してまい
ります。

円谷議員

円谷議員

Q

Q

A

A

村
政
を 

問
う

答
弁
を
除
く
議
員
の
発
言
時
間
を
40
分
と
し
た
一
問

一
答
式
の
ス
タ
イ
ル
。
村
民
の
た
め
の
適
切
な
村
政

運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
か
、
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次ページ
から

一般質問

一
般
質
問
と
は
？
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今
後
、
移
動
手
段
に
困
る
住

民
が
増
加
す
る
の
は
確
実
。
買

い
物
や
病
院
、
農
協
や
郵
便

局
、
役
場
な
ど
「
用
足
し
」
が

で
き
な
い
住
民
の
「
足
」
の
確

保
は
重
要
な
課
題
と
言
え
ま

す
。
特
に
、
湯
本
地
区
は
対
策

を
急
ぐ
べ
き
で
、
効
率
的
な
運

行
を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

本
年
度
、
国
土
交
通
省
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
湯
本
地
区

に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
機

能
を
併
せ
持
っ
た
、
予
約
制
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運

行
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

朝
夕
の
登
下
校
の
時
間
帯
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
、
そ

れ
以
外
の
時
間
帯
に
一
般
の

方
々
を
予
約
に
基
づ
い
て
湯

本
地
区
内
全
域
を
移
動
す
る

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
と
し
て

の
運
行
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
課

題
は
。

法
定
協
議
会
を
設
け
、
合
意

形
成
の
後
、
学
校
や
既
存
交
通

機
関
と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

運
行
管
理
者
選
定
や
運
転
手
確

保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

２
月
４
日
か
ら
の
大
雪
は
ゲ

リ
ラ
豪
雪
と
な
り
、「
災
害
救

助
法
」
が
適
用
さ
れ
た
。

今
回
の
被
害
状
況
、
救
助
活

動
、
適
用
さ
れ
た
救
助
法
の
内

容
な
ど
を
総
括
し
、
今
後
の
豪

雪
対
策
を
ど
う
す
る
の
か
。

湯
本
地
区
の
積
雪
深
が

１
１
８
㎝
と
な
り
、
９
日
午
後

に
救
助
法
の
適
用
申
請
を
要

請
し
、
同
日
適
用
と
な
り
ま
し

た
。
人
的
及
び
建
物
被
害
は
幸

い
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高

齢
者
世
帯
の
住
宅
周
囲
の
除

雪
を
14
戸
行
い
、
５
日
間
で
延

べ
53
人
、
事
業
費
２
３
３
万
円

余
り
で
救
助
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
後
、
災
害
発
生
の
防
止
や

除
雪
に
つ
い
て
も
事
業
者
と

連
携
を
密
に
し
、
早
期
除
雪
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

大
雪
被
害
対
策
と
し
て
、
排

雪
の
た
め
の
水
路
の
整
備
点
検

と
排
雪
溝
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
軽

量
化
を
お
願
い
し
た
い
。

早
速
、
現
地
確
認
し
、
検
討

し
ま
す
。

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

村 

長

企
画
政
策
課
長

今
後
予
想
さ
れ
る
豪
雪
対
策
は

Q
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
よ
う
早
期
の
除
雪

作
業
に
努
め
る

A

湯本地区スクールバス

移動手段を持たない住民の足の確保
についてQ

実証運行し、地域公共交通の確保に
努めるA

小
山
　
克
彦 

議
員

7番

村
政
を
問
う

①
差
し
迫
る
交
通
移
動
制
約
者
対
策
に
つ
い
て

②
湯
本
地
区
豪
雪
対
策
に
つ
い
て
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通
学
登
下
校
途
中
の
子
ど
も

の
列
に
自
動
車
が
突
っ
込
む
事

故
が
、
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
各
学
校
の
通
学
路

の
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

通
学
路
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

「
天
栄
村
通
学
路
防
犯
・
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定

し
、
各
小
・
中
学
校
か
ら
通
学

路
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
情

報
を
収
集
し
、
把
握
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
把
握
し
た
情
報
を

基
に
警
察
署
や
土
木
事
務
所
、

学
校
、
村
等
の
関
係
機
関
で
構

成
す
る
「
天
栄
村
通
学
路
安

全
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、

通
学
路
の
防
犯
・
交
通
安
全
上

の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の
合

同
点
検
を
２
年
に
１
回
実
施

す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て
具
体
的
な
対

策
を
協
議
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
カ
ラ
ー
舗
装
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
交
通
指
導
を
行

う
な
ど
、
危
険
箇
所
の
解
消
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
通

学
路
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
よ
り
確
実
に
確
保

す
る
た
め
、
家
庭
や
地
域
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
危
険
箇

所
の
把
握
と
そ
の
解
消
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
近
辺
を
「
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
」
に
し
て
速
度
規
制
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？

学
校
・
地
域
で
要
望
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
地
域

と
合
意
の
上
で
村
に
申
請
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

冬
の
通
学
路
の
除
雪
に
つ
い

て
、
村
で
は
ど
の
よ
う
な
体
制

で
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を

伺
う
。

通
学
路
の
除
雪
に
つ
き
ま
し

て
学
校
付
近
は
先
生
方
が
実

施
す
る
場
所
も
あ
り
、
そ
の
他

は
各
行
政
区
の
駐
在
員
さ
ん

や
保
護
者
の
方
、
地
域
の
方
々

が
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

「
協
働
の
里
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
で
、
住
民
の
方
が
生

活
道
路
や
通
学
路
な
ど
除
雪

を
す
る
作
業
を
や
っ
て
い
た

だ
け
る
地
区
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
村
の
小
型
除
雪
機
を
貸
出

す
る
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

教
育
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

大里小学校の交通安全街頭指導

通学路における安全確保の
取り組みはQ

「天栄村通学路安全推進協議会」で
点検を実施A

齋
藤
　
寿
昭 

議
員

1番

村
政
を
問
う

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
把
握
と
対
策
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各
地
域
と
の
連
携
が
不
可
欠

だ
と
思
う
が
、村
の
取
り
組
み
は
。

防
災
対
策
と
し
て
ハ
ー
ド
面

で
は
、
河
川
や
た
め
池
の
浚
渫

や
道
路
や
橋
梁
の
補
強
工
事
、

防
災
備
蓄
倉
庫
や
消
防
設
備
、

防
災
行
政
無
線
設
備
の
更
新
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
住
民

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
村
一
斉
避
難
訓
練
や
防
災

士
の
養
成
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
支
援
、
地
区
防
災
計
画
の

策
定
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
の
公
共
イ
ン
フ
ラ

は
計
画
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
ソ
フ
ト
面
の
強
化
・
更
新

も
重
要
と
考
え
る
が
、
防
災
に

関
わ
る
組
織
の
構
成
と
人
員
は
。

組
織
数
と
人
数
に
つ
い
て
は
、

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

村
内
の
防
災
士
の
、
現
在
の

取
得
状
況
と
、
今
年
度
の
応
募

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

防
災
士
の
人
数
：
29
名

（
う
ち
村
奨
励
金
で
の
取
得
者
が
３
名
）

村
職
員
：
９
名

消
防
団
の
役
員
：
７
名

そ
の
他
：
13
名 

※
防
災
士
の
今
年
度
の
応
募
状
況
は
ゼ
ロ

（
６
月
末
現
在
）

今
年
度
の
防
災
士
資
格
取
得

者
を
募
る
考
え
は
。

防
災
士
講
習
会
は
、
郡
山
市

で
９
月
に
開
催
予
定
で
す
。
募

集
受
付
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
た
め
、
再
度
周
知
を
行
い
、

参
加
者
を
募
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
を
強
固
に
す

る
の
は
、
地
区
防
災
に
関
係
す

る
人
材
育
成
と
体
制
の
構
築
が

必
須
で
は
。

激
甚
化
す
る
災
害
に
対
し
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の

状
況
を
把
握
し
て
も
ら
い
、
ま

ず
は
命
を
守
る
た
め
に
避
難
す

る
と
い
う
体
制
づ
く
り
の
た
め
、

訓
練
を
し
て
、
意
識
づ
け
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
村

と
し
て
も
災
害
発
生
を
想
定
し

た
訓
練
、
避
難
所
の
設
営
、
被

害
状
況
の
確
認
な
ど
、
毎
年
訓

練
を
実
施
し
、
防
災
力
を
高
め

る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
ど
こ
へ
逃
げ
た
ら

い
い
の
か
、
隣
り
近
所
と
ど
う

連
絡
を
取
れ
ば
い
い
の
か
、
訓

練
を
通
し
て
命
を
守
る
こ
と
を

周
知
し
て
き
ま
し
た
。

間
も
な
く
地
区
防
災
計
画
も

完
成
す
る
の
で
、
都
度
見
直
し

を
し
な
が
ら
安
心
安
全
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

総
務
課
長

総
務
課
長

議 

員
議 

員

議 

員
議 

員

村 

長

村 
長

村としての防災対策はQ

各行政区との連携を強化し、
災害に強い村づくりを進めるA

天栄村公式 LINE QR

組織名 組織数 人数

自主防災組織 22班 全村民

消防団 22班 155名

消防団支援隊 22班 81名

⃝組織数と人数

馬
場
　
吉
信 

議
員

4番

村
政
を
問
う

①
村
防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
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現
在
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い

公
共
施
設
に
つ
い
て
、
総
務
省

で
は
老
朽
化
や
防
災
上
の
必
要

性
が
あ
る
場
合
は
支
援
を
行
う

と
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
は
で

き
て
い
る
の
か
。
ま
た
利
用
さ

れ
て
い
な
い
施
設
の
管
理
と
今

後
の
利
用
計
画
は
で
き
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
た
い
。

総
務
省
の
支
援
措
置
に
つ
い

て
は
、
継
続
し
て
利
用
す
る
施
設

に
対
す
る
支
援
な
の
で
、
現
在
は

計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

未
利
用
施
設
の
検
討
委
員
会

を
昨
年
度
は
開
催
し
た
の
か
。

昨
年
度
は
開
催
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

行
政
財
産
条
例
の
廃
止
も

あ
っ
た
の
で
今
年
度
は
開
催
す

る
の
か
。

条
例
を
廃
止
し
た
の
で
検
討

委
員
会
の
対
象
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

本
来
で
あ
れ
ば
行
政
財
産
の

売
却
や
取
り
壊
し
が
あ
る
程
度

確
定
し
て
協
定
等
を
締
結
し
て

か
ら
普
通
財
産
に
す
べ
き
だ
思

う
の
で
、
今
後
は
手
続
き
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

指
定
管
理
さ
れ
て
い
る
施
設

の
備
品
台
帳
は
整
備
さ
れ
た
の

か
。整

備
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

指
定
管
理
が
終
了
し
た
と
き

に
は
原
状
回
復
義
務
が
生
じ
る

の
で
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
村

内
の
高
校
生
に
よ
り
陳
情
を
受
け
た

二
十
歳
の
集
い
の
開
催
時
期
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

新
年
度
に
入
り
、
内
部
検
討
を

行
い
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
８

月
開
催
を
望
む
声
が
多
く
、
令
和

８
年
度
、
令
和
９
年
度
に
つ
い
て

は
１
月
開
催
を
望
む
声
が
多
か
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
度

は
今
ま
で
通
り
、
８
月
開
催
と
し
、

令
和
８
年
度
以
降
は
１
月
開
催
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高
校
生
の
方
々
が
自
分
た
ち
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
意
見
を
ま

と
め
、
村
、
議
会
に
陳
情
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
３
月
議
会
で

採
択
を
い
た
し
ま
し
た
。
近
年
、

若
者
の
政
治
離
れ
が
危
惧
さ
れ
る

中
、
村
内
の
高
校
生
が
行
政
や
政

治
に
関
心
を
持
ち
行
動
を
し
て
頂

い
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

１
月
開
催
で
成
人
者
の
準
備

が
大
変
な
こ
と
を
心
配
す
る
声

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
月
開
催

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
ら
、
対
象

者
の
方
々
へ
の
一
早
い
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
行
い
、
準
備
が
で
き
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

議 

員
議 

員

議 

員

議 

員

議 
員

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
課
長

二
十
歳
の
集
い
に
つ
い
て
受
け
た
陳
情

そ
の
後
の
対
応
は

Q
令
和
７
年
度
は
８
月
開
催
、

令
和
８
年
度
以
降
は
１
月
開
催
を
検
討
す
る

A

未利用施設の管理と今後の計画はQ

村民の意見を伺い適正な管理をして
いくA

吉
成
　
邦
市 

議
員

3番

村
政
を
問
う

①
未
利
用
と
な
っ
て
い
る
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

②
二
十
歳
の
集
い
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
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総務 常任委員会

産業建設 常任委員会

交通弱者の移動手段の確保に取り組んでいる香川県多
度津町は、ＪＲ線があるため路線バスは走っておらず、
交通弱者への対策としては 75歳以上の住民に１万円分
のタクシーチケットを交付する「福祉タクシー制度事業」
等の対策を講じていました。
高齢化の進行、運転免許証の自主返納者の増加などか
ら「日常の足」としての地域交通の必要性が年々高まり
をみせていたため、今後の地域交通のあり方を検討し、
また、国土交通省の「交通空白解消緊急対策事業」を活
用したデマンド型交通の運行実証を令和７年度より行う
そうです。
この取り組みは公募で参加した住民を中心に、町、議
会が知恵を出し合い、行政の課題を「他人ごと」ではな
く「自分ごと」として議論したことで、最適な地域交通
のあり方を見出せたのだと思います。
天栄村においても喫緊の課題である地域交通のあり方
について大いに学ぶべきところがあり、有意義な調査と
なりました。

愛媛県大洲市を流れる「肱川（ひじかわ）」は河口が狭く河川勾配もゆるやかで、市はたびたび洪水
被害に悩まされてきたこともあり、治水対策事業が進められています。
大きな取り組みの一つとして、二線堤を整備し、本堤防から越流してきた水をその二線堤までの農
地等の住家が無い区域で一時的に貯留し、居住区域への浸水を２時間程度遅らせることで、避難する
時間を確保していました。そのほか、住民や企業が治水対策として施設等を整備するための補助金制
度を創設し、水害被害を抑えるための自助制度を推進していました。田んぼダムや住民・企業向け治
水マニュアルの作成など、治水に対する意識が非常に高いことが伺えました。
近年の気候変動によるゲリラ豪雨等での雨量の増加に伴い、治水対策は、流域全体で個人や企業の
内水対策などの協力なしでは洪水予防効果が得られないと実感しました。
これらの調査
を踏まえ、釈迦
堂川の上流域と
しての責務を果
たせるよう、議
会としても取り
組んでまいりま
す。

交通弱者の移動手段確保に向けた取り組みについて

流域治水の取り組みについて

多度津町役場議場

多度津町での研修の様子

大洲市役所議場大洲市での研修の様子

行政
調査

総務常任委員会（吉成邦市委員長）と産業建設常任委員会（円谷要委
員長）は、７月２日から４日にかけて香川県多度津町・愛媛県大洲市で
の合同行政調査を行いました。
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５月 16日㈮に鏡石町健康福祉センターにて、天
栄村と鏡石町の議員 17名が参集し、両町村長、県
議会議員３名を来賓に迎え、総会が行われました。
総会では、令和６年度事業報告や収支決算報告、
令和７年度の事業計画案や収支予算案等を審議し、
原案どおり承認・可決されました。
また、今回の総会では役員改選が行われ、新たに
大須賀天栄村議長が会長に就任され、角田鏡石町議
長は会長としての２年間の任期を満了しました。

５月 17日㈯村体育館において村制施行 70周年記念
式典が行われました。
天栄村は昭和 30 年に湯本、牧本、大里、広戸の各
村が合併して誕生し、今年、村制 70周年を迎えました。
当日は来賓を始め、多くの出席者により、70周年の歩
みを振り返るとともに節目の年を祝い、さらなる村勢
発展を誓いました。
なお、村議会からは大須賀渓仁議長、服部晃議員、
大浦トキ子議員が特別功労表彰、円谷要副議長が自治
功労表彰を受賞しました。

５月 19日㈪に大里小学校３年生が村議会議場の見
学に訪れました。
初めて訪れた議場に少し緊張していましたが、議員
席に座ったり、「ここは何をするところですか？」など
児童一人一人が質問席で実際に質問をする体験をしま
した。最後にみんなで記念写真を撮り、貴重な体験が
できたと思います。
自分たちが住む村の議会に興味を持ってくれたので
はないでしょうか。

令和７年度の事業計画等を審議

議員４名が表彰

児童が議場を見学

令和7年5月16日

令和7年5月17日

令和7年5月19日

▶岩瀬地方町村議会議員協議会総会

▶村制施行70周年記念式典

▶天栄村議会議場を見学

議会 議員・ の活動

表彰された方々

議場見学に訪れた児童ら

議題について審議する様子

9 天栄村議会だより
No.169



令和７年７月１日▶町村議会広報研修会 

福島県町村議会議長会主催の広報研修会が
ビッグパレットふくしまにて開催され、議会広
報常任委員が参加しました。
研修では、議会・議員に関心を持っていただき、
活動や議会の役割を知ってもらえるような記事
作成のポイントを学びました。
議会広報は、議会と住民の架け橋となること
を再認識し、読みやすく伝わる紙面となるよう、
今後の広報紙づくりに努めてまいります。

梅
雨
と
い
う
の
に
真
夏
日
が
続

く
な
ど
、
今
年
も
例
年
に
な
い
暑
さ

に
な
り
そ
う
な
気
候
に
な
り
、
体
調

管
理
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

先
日
は
議
会
広
報
研
修
会
に
参

加
し
、
住
民
の
皆
様
が
読
み
や
す
い

紙
面
作
り
を
す
る
た
め
の
研
修
を

受
け
、
今
回
の
広
報
も
研
修
内
容
を

参
考
に
紙
面
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
意
見
を
村
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

（
吉
成
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⃝

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
馬
場
　
吉
信

　
　
副
委
員
長
　
　
石
塚
　
喜
𠮷

　
　
委

員
　
　
円
谷
　
　
要

　
　
委

員
　
　
吉
成
　
邦
市

　
　
委

員
　
　
齋
藤
　
寿
昭

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

☎82-2101

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページを
ご覧ください

議会のホームページが開設され
ています。議会の概要、平成27
年以降の会議録、議会だよりが
掲載されています。

天栄村ホームページトップ
https://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/

天栄村議会 をご覧ください。

天栄村議会

関心が持てる広報紙を

広報研修会の様子

議会 議員・ の活動議会 議員・ の活動

　今年の牧本・大里・広戸小学校の水泳学習
会は、鏡石町民プールすいすいで3回行われ
ました。写真は牧本小学校の5月14日（表紙）
と、5月28日（裏表紙）に実施した様子です。1・
2年生は水に慣れるところから始め、回を重ね
るたびに練習の成果が出たそうです。皆とても
気持ちよさそうです。
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